
初版SDS作成日：2014年11月13日 
SDS改定日：2016年8月2日 

F-RD-02Rev01 
 1 / 9 

(2年間保管し指示により破棄) 

KEEEN- 020-02-26FEB15 

 

 

 
安全データシート 

 
KEEEN : PARTS CLEANER 
 

1. 化学品及び会社情報 

 

化学品の名称 ： KEEEN パーツクリーナー 

参照番号 ： PC 

供給者情報   

会社名 ： 株式会社 HKS 

住所 ： 〒447-0075 愛知県碧南市立山町3-20 

電話番号 ： 0566-43-5300 

ファックス番号 ： 0566-48-5300 

メールアドレス ： kanou@keeen-japan.com 

緊急連絡電話番号 ： 0566-43-5300 

推奨用途及び使用上の制限 ： 洗浄剤（キッチン・テーブル・布製品・ガラス、トイレ・排水

口、床など） 

 

2. 危険有害性の要約 

 

GHS分類   

物理化学的危険性   

爆発物 ： 分類対象外 

可燃性/引火性ガス（化学的に不安定なガスを含む） ： 分類対象外 

エアゾール ： 分類対象外 

支燃性／酸化性ガス ： 分類対象外 

高圧ガス ： 分類対象外 

引火性液体 ： 区分外 

可燃性固体 ： 分類対象外 

自己反応性化学品 ： 分類対象外 
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自然発火性液体 ： 区分外 

自然発火性固体 ： 分類対象外 

自己発熱性化学品 ： 区分外 

水反応可燃性化学品 ： 区分外 

酸化性液体 ： 分類できない 

酸化性固体 ： 分類対象外 

有機過酸化物 ： 分類対象外 

金属腐食性物質 ： 分類できない 

健康に対する有害性   

急性毒性（経口） ： 区分外 

急性毒性（経皮） ： 分類できない 

急性毒性（吸入：ガス） ： 分類対象外 

急性毒性（吸入：蒸気） ： 分類できない 

急性毒性（吸入：粉塵） ： 分類対象外 

急性毒性（吸入：ミスト） ： 分類できない 

皮膚腐食性／刺激性 ： 分類できない 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ： 区分2B 

呼吸器感作性または皮膚感作性 ： 呼吸器感作性 分類できない 

皮膚感作性 分類できない 

生殖細胞変異原性 ： 分類できない 

発がん性 ： 分類できない 

生殖毒性 ： 分類できない 

特定標的臓器毒性－単回ばく露 ： 分類できない 

特定標的臓器毒性－反復ばく露 ： 分類できない 

吸引性呼吸器有害性 ： 分類できない 

環境に対する有害性   

水生環境有害性（急性） ： 分類できない 

水生環境有害性（長期間） ： 分類できない 

オゾン層への有害性 ： 分類できない 

 

GHSラベル要素   

絵表示又はシンボル ： 

 

注意喚起語 ： 警告 

危険有害性情報 ： 眼刺激 
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注意書き   

安全対策 ： 取扱後はよく手を洗うこと。 

応急措置 ： 眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタ

クトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。そ

の後も洗浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合： 医師の診断/手当てを受けること。 

保管 ： － 

廃棄 ： － 

重要な徴候及び想定される非常事

態の概要 

： 眼刺激。 

その他の情報 ： バチルス菌は古くから土壌中や枯草など自然界に存在す

る多種多様な土壌菌であり、医療、農業、廃棄物など様々

な分野において利用されている。 

バチルス菌胞子混合物の安全性は製造元により確認され

ている。 

60℃以上の温度に暴露しないこと。 

子供の手の届かないところに置くこと。 

廃棄時は、国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄す

る。 

 

3. 組成及び成分情報 

 

単一製品・混合物の区別 ： 混合物 

化学名又は一般名 ： 洗浄剤 

 

成分 CAS番号 濃度又は濃度範囲 官報公示整理番号 

水 7732-18-5 98.2% (w/w) 該当せず 

バチルス菌胞子混合物

(105-106cfu/mL) 

不明 1.0% (w/w) 不明 

微量栄養素及び 

バイオアクセラレータ 

不明 0.8% (w/w) 不明 

 

4. 応急措置 

 

吸入した場合 ： 悪影響は予測されない。 

皮膚に付着した場合 ： 水で洗うこと。 

眼に入った場合 ： すみやかに清浄な水で洗うこと。必要に応じ、医師の診断

を受けること。 
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飲み込んだ場合 ： 症状に応じて処置すること。無理に吐かせないこと。被災

者に意識がある場合は、コップ2杯の牛乳を飲ませる。嘔

吐が起こったときは、吸入が起きないよう頭を腰より低い

位置に下げること。医師の診断を受けること。 

予想できる急性症状及び遅発性症

状の最も重要な徴候 

： 眼：一時的に軽度の刺激を引き起こすおそれ。 

飲み込んだ場合：急性の健康影響は予測されない。慢性

影響は不明。 

応急措置をする者の保護 ： 応急措置の際、救助者は自分の眼に入らぬよう注意す

る。 

十分な換気を行なう。 

 

5. 火災時の措置 

 

適切な消火剤 ： 通常の消火剤 

使ってはならない消火剤 ： 棒状水 

特有の危険有害性 ： 熱分解により一酸化炭素、二酸化炭素、窒素化合物など

有害なガスが発生する可能性がある。 

特有の消火方法 ： 特になし 

消火を行なう者の保護 ： 個人用保護具を着用し風上から消火する。 

 

6. 漏出時の措置 

 

人体に対する注意事項、保護具及

び緊急時措置 

： 適切な保護具を着用する。 

環境に対する注意事項 ： 多量の場合は、直接河川等に入らないよう注意する。 

封じ込め及び浄化の方法及び機材 ： 少量の場合：水でグリーストラップに洗い流す。廃棄に関

する国/都道府県/市町村の規則に従うこと。 

多量の場合：盛り土で囲って適切な容器に回収し、残余物

は吸収剤を用いて清掃し、水でグリーストラップに洗い流

す。国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄する。 

二次災害の防止策 ： 関係者以外の立入を禁止する。 

 

7. 取扱い及び保管上の注意 

 

取扱い   

技術対策 ： 漏れ、あふれ、飛散しないようにし、みだりに蒸気を発生さ
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せない。 

局所排気・全体排気 ： 十分な換気を行なうこと。 

安全取扱注意事項 ： 液体を噴射または噴霧する場合は、保護眼鏡、保護面を

着用すること。 

製品を凍らせないこと。 

接触回避 ： 適切な保護具を着用すること。 

衛生対策 ： 飲食、喫煙、トイレの前には手を洗うこと。 

保管   

安全な保管条件 ： 容器を密閉すること。 

子供の手の届かないところに置くこと。 

混触禁止物質 ： 水反応性化合物 

安全な容器包装材料 ： 容器は破損、腐食、割れ等のないものを使用する。 

 

8. ばく露防止及び保護措置 

 

許容濃度 ： 設定なし。 

設備対策 ： 十分な換気を行なうこと。 

保護具   

呼吸用保護具 ： 特に必要なし。 

手の保護具 ： 長時間皮膚に接触する場合は、保護手袋を着用すること。 

眼の保護具 ： 安全眼鏡を着用すること。 

皮膚及び身体の保護具 ： 飛沫が飛散する可能性がある場合は、保護衣を着用する

こと。 

 

9. 物理的及び化学的性質 

 

外観   

物理的状態、外観 ： 透明液体 

色 ： 無色 

臭い ： ほぼ無臭 

臭いのしきい値 ： 不明 

ｐH ： 9.00～10.001) 

融点・凝固点 ： 不明1) 

沸点、初留点および沸騰範囲 ： 100℃1) 

引火点 ： 不燃性1) 

蒸発速度（酢酸ブチル＝1） ： 水と同等1) 
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燃焼性（固体、気体） ： 該当しない 

燃焼又は爆発範囲の上限・下限 ： 該当しない 

蒸気圧 ： 0.006 mm Hg（20℃）（混合物のデータ）1) 

蒸気密度（空気＝1） ： 空気と同等1) 

比重（水＝1） ： 1.000～1.0161) 

溶解度 ： 水に完全に溶解1) 

n-オクタノール／水分配係数 ： 不明 

自然発火温度 ： 不明 

分解温度 ： 不明 

粘度（粘性率） ： 不明 

その他のデータ ： なし 

 

10. 安定性及び反応性 

 

反応性、化学的安定性 ： 通常の取扱において安定 

危険有害反応可能性 ： 重合反応が起こるおそれ 

避けるべき条件 ： 高温 

混触危険物質 ： 水反応性化合物 

危険有害な分解生成物 ： 熱分解により二酸化炭素が発生するおそれ 

 

11. 有害性情報 

急性毒性（経口） ： 製品データ：LD50＞25.41 g/kg1)より区分外。 

急性毒性（経皮） ： 製品データ：なし 

急性毒性（吸入） ： 製品データ：なし 

皮膚腐食性／刺激性 ： 製品データ：なし 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激

性 

： 製品データ：区分2B1) 

呼吸器感作性または皮膚感作性 ： ［呼吸器感作性］ 

製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

［皮膚感作性］ 

製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

生殖細胞変異原性 ： 製品データ：なし 
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成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

発がん性 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

生殖毒性 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

特定標的臓器毒性、単回ばく露 ： 製品データ なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

特定標的臓器毒性、反復ばく露 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

吸引性呼吸器有害性 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

 

12. 環境影響情報 

 

生態毒性 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

残留性・分解性 ： 製品：生分解性あり 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

生体蓄積性 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

データ不足により、分類できない。 

土壌中の移動性 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

オゾン層への有害性 ： 製品データ：なし 

成分データ：なし 

 

13. 廃棄上の注意 
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残余廃棄物 ： 汚染されていない未使用品は、廃棄に関する国/都道府県

/市町村の規則に従い、可能な場合は、水でグリーストラッ

プに洗い流す。 

【注意】本製品を化学的に添加・加工・変性させると、廃棄

に関する本情報が不完全・不正確・不適切になるおそれが

ある。また、都道府県/市町村の規則は更に厳格である場

合や、国の規則と異なる場合がある。 

汚染容器及び包装 ： 空容器は内容物を完全に除去してから処分する。 

 

14. 輸送上の注意 

 

国際規制   

国連番号 ： 非該当 

品名（国連輸送名） ： 非該当 

国連分類 ： 非該当 

容器等級 ： 非該当 

海洋汚染物質 ： 非該当 

MARPOL 73/78付属書II及びIBC

コードによるばら積み輸送される

液体物質 

： 非該当 

国内規制   

陸上規制情報 ： 非該当 

海上規制情報 ： 非該当 

航空規制情報 ： 非該当 

特別の安全対策 ： 転倒、落下、破損がないように積み込み、荷崩れの防止を

確実に行なう。 

 

15. 適用法令 

 

労働安全衛生法 ： 非該当 

化学物質排出把握管理促進法 ： 非該当 

毒物及び劇物取締法 ： 非該当 

化学兵器の禁止及び特定物質の規

制等に関する法律 

： 非該当 

 

海洋汚染等及び海上災害の防止に

関する法律 

： 非該当 
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16. その他の情報 

参照資料： 

1) KEEEN PARTS CLEANER英文SDS第7版（2015年3月23日） 

2) 化学物質総合情報提供システム（CHRIP） 

 

分類はJIS Z7252:2014に従い、記載はJIS Z7253:2012に従いました。 

本安全データシート（SDS）は、現時点で入手できる最新の情報に基づいて作成しておりますが、その

使用についていかなる保証や責任を負うものではありません。製品使用者が特殊な取扱いをされる場

合は用途、使用法に適した安全対策を実施の上、製品を使用して下さい。第三者によるいかなる苦情、

損失、損害または利益の逸失、いかなる特別、間接的、偶発的、派生的または懲罰的賠償の請求に

ついて、弊社は一切の責任を負わないものとします。 

 

SDS作成：株式会社メディアサービス 

 


